
公共受注減で宅地造成に参入
NTT、JRの補強工事も開始へ
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潮
建
設
�株
（
東
広

島
市
福
富
町
久
芳
三

六
九
四
―
三
、
小
川

智
臣
社
長
）
は
、
公

共
受
注
の
大
幅
な
減

少
に
伴
い
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
、
通

信
柱
の
補
強
や
線
路

周
辺
の
耐
震
工
事
な

ど
の
新
事
業
に
乗
り

出
す
。
荒
廃
農
地
や

山
林
な
ど
の
遊
休
地

を
有
効
活
用
し
た
貸

し
菜
園
、
農
園
、
宅

地
開
発
分
野
に
も
参

入
し
、
民
間
受
注
の

拡
大
を
図
る
。

従
来
の
土
木
建
築
で
培
っ
た
管
理
技
術

と
人
材
を
生
か
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
業
で
は
、

劣
化
し
た
通
信
柱
の
倒
壊
防
止
工
事
を
行

う
。
東
広
島
・
竹
原
市
管
内
の
柱
に
ア
ラ

ミ
ド
補
強
を
施
す
と
と
も
に
、
柱
撤
去
後

の
周
辺
の
維
持
、修
繕
ま
で
を
請
け
負
う
。

一
方
の
Ｊ
Ｒ
事
業
は
、
線
路
周
辺
の
耐
震

補
修
や
維
持
工
事
に
参
入
。
高
架
が
多
い

在
来
線
と
新
幹
線
に
対
応
し
て
、
難
易
度

の
高
い
ト
ン
ネ
ル
内
の
工
事
や
線
路
周
辺

の
草
刈
り
、
維
持
工
事
を
行
う
。
既
に
専

任
技
術
者
一
人
を
養
成
し
、
引
き
続
き
二

人
を
追
加
養
成
す
る
。

ま
た
、
貸
し
菜
園
や
農
園
、
宅
地
開
発

事
業
で
は
、
近
く
宅
地
造
成
事
業
部
を
設

置
。
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
求
め
る
都
市
部
の

団
塊
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
事
業
展
開
す

る
。
田
舎
暮
ら
し
や
貸
し
菜
園
・
農
園
の

希
望
者
、
都
市
圏
（
広
島
、
東
広
島
）
か

ら
福
富
、
豊
栄
、
河
内
町
へ
の
移
住
ニ
ー

ズ
な
ど
の
調
査
を
始
め
る
。
用
地
と
な
る

荒
廃
農
地
と
遊
休
地
は
、
土
地
所
有
者
に

対
し
て
残
土
処
分
可
能
な
ど
の
調
査
を
含

め
た
「
開
発
土
地
の
登
録
シ
ス
テ
ム
」
を

確
立
す
る
計
画
。

同
社
は
市
町
合
併
前
の
旧
賀
茂
郡
福
富

町
の
大
手
業
者
で
、
土
木
を
主
体
に
公
共

工
事
が
業
務
の
九
〇
％
を
占
め
る
。今
後
、

民
間
受
注
の
拡
大
で
公
共
依
存
度
を
五
〇

％
に
引
き
下
げ
、
継
続
・
安
定
し
た
売
上

げ
確
保
と
体
質
強
化
を
目
指
す
。

▽
読
み
終
え
た
本
に
Ｉ
Ｄ
ナ
ン
バ
ー
を
つ

け
て
、
新
た
な
読
み
手
に
渡
す
「
ブ
ッ
ク

ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
」
の
日
本
語
サ
イ
ト
の
開

設
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
９
月
２３
日
午
後
１
時

か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
の
玄
関
前
広

場
で
あ
る
。
サ
イ
ト
登
録
の
本
を
一
〇
〇

冊
以
上
用
意
。
気
に
入
っ
た
本
を
持
ち
帰

り
、
次
の
読
み
手
に
渡
し
て
も
ら
う
。

▽
安
田
女
子
大
学
は
新
校
舎
（
薬
学
棟
）

の
竣
工
披
露
式
を
、
９
月
２０
日
午
後
１
時

半
か
ら
安
佐
南
区
安
東
六
丁
目
一
三
―
一

の
同
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
う
。
見
学
会

も
実
施
。�電
八
七
八
―
八
一
一
二（
庶
務
課
）。

▽
共
栄
経
営
セ
ン
タ
ー
は
、
９
月
２７
日
午

後
１
時
半
か
ら
中
古
車
販
売
会
社
限
定
の

「
経
営
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。
営

業
利
益
率
ア
ッ
プ
の
た
め
の
Ｃ
Ｓ
強
化
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
解
説
す
る
。
参
加
費

無
料
。
�電
二
二
八
―
五
四
四
一
。

一
昔
前
は
、「
太

っ
腹
」
と
い
え
ば

度
量
の
大
き
い
こ

と
を
示
す
褒
め
言

葉
で
し
た
。最
近
、

男
性
で
は
腹
囲
が
八
五
�
を
超
え
る
と
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、「
太
っ
腹
」
の
人
は

か
な
り
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
て
お
り
ま

す
。
肥
満
は
体
脂
肪
が
過
剰
に
蓄
積
し
た

状
態
を
言
い
ま
す
が
、
腹
部
に
脂
肪
が
集

中
す
る
「
り
ん
ご
型
肥
満
」
と
臀
部
・
大

腿
部
に
集
中
す
る
「
洋
な
し
型
肥
満
」
と

で
は
「
り
ん
ご
型
肥
満
」
の
ほ
う
が
生
活

習
慣
病
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て
き

ま
す
。
で
は
、
脱
「
太
っ
腹
」
の
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

食
事
制
限
を
せ
ず
に
運
動
だ
け
で
体
重

を
落
と
そ
う
と
す
れ
ば
、
約
四
ヵ
月
ま
で

は
体
重
の
減
少
、
体
脂
肪
の
減
少
は
認
め

ら
れ
ま
す
が
、
五
ヵ
月
を
超
え
る
と
あ
ま

り
効
果
は
見
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
報
告

が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
食
事
だ
け
で
体
重

を
落
と
そ
う
と
す
る
と
、
体
重
が
減
る
時

は
全
身
の
脂
肪
も
減
り
ま
す
が
、
脂
肪
以

外
の
筋
肉
な
ど
も
減
少
し
、
結
果
と
し
て

リ
バ
ウ
ン
ド
し
や
す
く
減
量
が
続
か
な
く

な
り
再
び
体
重
が
増
え
る
時
に
は
腹
部
に

脂
肪
が
つ
き
腹
部
型
肥
満
と
な
り
ま
す
。

体
重
五
〇
�
�
の
人
が
時
速
四
�
で
一

時
間
歩
い
た
と
し
て
約
一
五
〇
�
�
の
消

費
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ビ
ー
ル
中
瓶

を
一
本
飲
め
ば
二
〇
〇
�
�
で
は
る
か
に

運
動
量
を
越
え
て
し
ま
い
ま
す
。

い
つ
も
な
ら
中
瓶
二
本
飲
む
と
こ
ろ
を

一
本
に
す
れ
ば
二
〇
〇
�
�
が
節
約
で
き

ま
す
。
運
動
で
消
費
す
る
カ
ロ
リ
ー
に
較

べ
食
べ
な
い
、
飲
ま
な
い
こ
と
の
マ
イ
ナ

ス
の
効
果
が
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、

運
動
を
し
て
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
し
、
筋
力

を
維
持
し
て
基
礎
代
謝
量
を
維
持
、
乃
至

は
上
げ
て
さ
ら
に
食
事
制
限
の
マ
イ
ナ
ス

分
の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
で
効
果
的
に

内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
動
時
の
消
費
カ
ロ
リ
ー
が
安
静
時
の
何

倍
に
相
当
す
る
か
を
表
す
Ｍ
Ｅ
Ｔｓ
と
い
う

指
標
が
あ
り
ま
す
、
安
静
時
を
Ｍ
Ｅ
Ｔｓ
一

と
し
ま
す
が
、
立
っ
て
い
る
だ
け
で
Ｍ
Ｅ

Ｔｓ
二
、
歩
け
ば
三
、
早
足
で
あ
れ
ば
四
、

運
動
す
る
時
間
が
な
い
と
言
い
訳
す
る
よ

り
、
通
勤
時
に
座
っ
て
い
る
よ
り
立
っ
て

い
た
ほ
う
が
、
ゆ
っ
く
り
歩
く
よ
り
早
足

で
歩
く
こ
と
を
取
り
入

れ
た
だ
け
で
も
運
動
効

果
が
あ
が
り
ま
す
。「
太

っ
腹
」
よ
り
「
す
っ
き

り
お
腹
」
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

太
っ
腹

広
島
市
東
区
医
師
会
副
会
長

松
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

松
原

進

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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